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ニ
O
O八
年
度

〈
第
一
回
〉
か
ら
〈
第
三
国
〉
に
つ
い
て
は
、
「
真
宗
研
究
』
第
五
十

三
輯
に
お
い
て
既
に
報
告
済
み
。

〈
第
四
回
〉

二
O
O
八
年
十
二
月
二
日
（
火
）
十
七
時
三
十
分
よ
り

場
所
・
－
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
西
饗
三
階
会
議
室

議
案
・
・
一
、
第
五
十
六
回
大
会
の
件

二
、
「
真
宗
研
究
』
第
五
十
三
輯
編
集
の
件

三
、
新
入
会
員
の
件

四
、
そ
の
他

〈
第
五
回
〉

二
O
O九
年
三
月
三
日
（
火
）
十
七
時
二
一
十
分
よ
り

場
所
・
・
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
本
館
一
階
応
接
室

議
案
・
・
一
、
第
五
十
六
回
大
会
日
程
の
件

二
、
研
究
発
表
者
選
考
の
件

三
、
木
辺
派
御
門
主
奨
学
賞
選
考
の
件

四
、
新
入
会
員
の
件

五
、
そ
の
他

Z』
-;z::c; 

ニ
O
O九
年
度

〈
第
一
回
〉

二
O
O九
年
五
月
十
二
日
（
火
）
十
七
時
三
十
分
よ
り

場
所
・
・
龍
谷
大
学
大
宮
学
金
口
本
館
一
階
応
接
室

議
案
・
・
一
、
第
五
十
六
回
大
会
の
件

二
、
新
入
会
員
の
件

一
一
一
、
そ
の
他

〈
第
二
回
〉

二
O
O九
年
六
月
五
日
（
金
）
十
二
時
三
十
分
よ
り

場
所
・
・
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
西
饗
二
階
大
会
議
室

議
案
・
・
一
、
役
員
交
代
の
件

二
、
二

O
O
八
年
度
事
業
報
告
の
件

三
、
二
O
O
八
年
度
収
支
決
算
の
件

四
、
二
O
O
八
年
度
収
支
予
算
の
件

五
、
第
五
十
六
回
大
会
運
営
の
件

六
、
木
辺
御
門
主
奨
学
賞
受
賞
者
の
選
考
結
果
と
授
与
の
件

七
、
次
回
大
会
の
件

八
、
新
入
会
員
の
件

〈
第
三
回
〉

二
O
O九
年
七
月
三
十
一
日
（
火
）
十
七
時
三
十
分
よ
り

場
所
・
－
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
会
議
室

議
案
・
・
一
、
第
五
十
六
回
大
会
会
計
報
告
の
件

二
、
『
真
宗
研
究
」
第
五
十
四
輯
編
集
の
件

三
、
木
辺
御
門
主
奨
学
賞
会
計
の
件

四
、
そ
の
他

二
七
五



学
会
業
報

第
五
十
六
回
大
会

二
O
O
九
年
六
月
五
日
（
金
）
・
六
日
（
土
）
の
両
日
、
龍
谷
大
学

大
宮
学
舎
を
会
場
と
し
て
、
第
五
十
六
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
内
容

は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

《
第
一
日
〉
六
月
五
日
（
金
）

一
、
研
究
発
表
（
九
一

0
0
1
二
一
一

O
O）発
表
二

O
分

《
第
一
部
会
》
清
風
館
B
一
O
一
教
室

一
、
真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
問
題
高
田
派

二
、
親
驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
意
味
大
谷
派

三
、
メ
タ
フ
ァ
！
と
モ
デ
ル
と
方
便
の
意
義
龍
谷
大
学

四
、
野
々
村
直
太
郎
の
「
浄
土
教
革
新
」
論
大
谷
大
学

本
願
寺
派

五
、
阿
閣
世
の
廻
心

六
、
「
信
巻
」
一
一
二
問
答
の
背
景
に
つ
い
て

本
願
寺
派

七
、
曇
驚
の
「
浄
土
論
」
解
釈
の
視
点

l
l
「
第
十
八
願
開
顕
の
書
」
と
し
て
の

『
浄
土
論
」
の
一
考
察
｜
｜
同
朋
大
学

《
第
二
部
会
》
清
風
館
B
一
O
二
教
室

一
、
初
期
本
願
寺
に
お
け
る
「
信
と
教
団
」

龍
谷
大
学

質
疑
五
分

栗
原
直
子

伊

奈

潔

杉
岡
孝
紀

二
七
六

二
、
真
宗
障
害
者
社
会
福
祉
に
お
け
る
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
受
容

｜
｜
障
害
者
福
祉
の
世
界
的
動
向
を
視
野
に
入
れ
て
l
l
l

大

谷

派

頼

尊

恒

信

コ
一
、
法
然
・
親
驚
に
お
け
る
菩
提
心
観
三
門
徒
派
嶋
津
行
史

四
、
法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察大

谷

派

杉

浦

道

雄

五
、
親
鷲
に
お
け
る
聖
徳
太
子
観
大
谷
大
学
東
舘
紹
見

六
、
宗
祖
晩
年
の
教
学
の
特
色
｜
｜
太
子
信
仰
を
中
心
と
し
て
｜
｜

例
光
寺
派
門
川
徹
真

二
、
評
議
員
会
・
理
事
会
（
二
一
二
二
O
j
一
二
一
二
二
O
）

西
餐
二
階
大
会
議
室

、
記
念
講
演
三
一
二
一
四
五
i
一
五

一五）

木

越

康

、
水
原
智
行
講
題

安
方
哲
爾

尾
畑
文
正

斎
藤
信
行

本
館
二
階
講
堂

「
真
宗
者
の
人
間
像
t

｜
｜
教
学
背
景
を
中
心
と
し
て

l
l」

講
師
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
普
賢
晃
毒
氏

四
、
総
会
（
一
五
二
二
O
j
一六一一一一
O
）

本
館
二
階
講
堂

勤
行
・
・
調
声
大
田
利
生
理
事
長

挨
拶
・
・
大
田
利
生
理
事
長

御
祝
辞
・
・
真
宗
木
辺
派
門
主
木
辺
国
慈
様

進
行
・
・
高
田
丈
英
龍
谷
大
学
講
師



①
議
長
選
出

出
席
会
員
の
中
か
ら
新
井
俊
一
氏
が
選
出
さ
れ
る
。

②
役
員
の
交
代
に
つ
い
て

第
二
回
評
議
員
理
事
会
に
お
い
て
次
の
通
り
役
員
交
代
が
承
認
さ

れ
た
こ
と
を
報
告
。

－
龍
谷
大
学
－
評
議
員
龍
口
明
生
氏
が
退
任
。
後
任
評
議
員
に
能
仁

正
顕
氏
が
就
任
。
（
二

O
O九
年
四
月
一
日
）

－
真
宗
山
元
派
評
議
員
悌
木
道
宗
氏
が
退
任
。
後
任
評
議
員
に
嶺

山
秀
明
氏
が
就
任
。
（
二

O
O
八
年
八
月
二
十
日
）

－
九
州
龍
谷
短
期
大
学
評
議
員
藤
能
成
氏
が
退
任
。
後
任
評
議
員

に
後
藤
明
信
氏
が
就
任
。
（
二

O
O九
年
四
月
一
日
）

③
二

O
O八
年
度
事
業
・
収
支
決
算
報
告

事
務
局
よ
り
第
一
一
回
評
議
員
理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
こ

0

0
八
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
が
報
告
さ
れ
た
。
な
お
収
支
決

算
に
つ
い
て
は
後
記
の
通
り
。

④
二

O
O九
年
度
収
支
予
算
報
告

事
務
局
よ
り
第
二
回
一
評
議
員
理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
予
算

案
が
報
告
さ
れ
た
。
な
お
予
算
に
つ
い
て
は
後
記
の
通
り
。

⑤
第
四
十
回
木
辺
御
門
主
奨
学
賞
伝
達

第
五
十
五
回
大
会
に
お
け
る
発
表
者
の
中
か
ら
、
理
事
会
の
推
薦

に
よ
っ
て
本
願
寺
派
の
藤
田
真
証
氏
が
受
賞
。
大
田
理
事
長
よ
り

賞
状
と
奨
学
金
が
伝
達
さ
れ
た
。

⑥
次
年
度
第
五
十
七
回
大
会
に
つ
い
て

次
年
度
大
会
の
日
程
・
会
場
は
、
第
四
回
理
事
会
（
龍
谷
大
学
）

に
て
決
定
し
、
「
真
宗
研
究
』
第
五
十
四
輯
に
て
告
知
さ
れ
る
こ

学
会
葉
報

と
が
報
告
さ
れ
た
。

五
、
記
念
撮
影
（
一
六
二
二

O
i
一
六
一
四
五
）

六
、
懇
親
会
（
一
八
一

o
o
i二
O
一
O
O）

記
念
撮
影
終
了
後
、
京
都
東
急
ホ
テ
ル
祇
園
の
間
に
会
場
を
移

し
、
来
賓
各
位
を
は
じ
め
会
員
約
五
十
名
の
出
席
を
得
て
、
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。
川
添
泰
信
氏
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
来
賓
・

会
員
諸
氏
の
ス
ピ
ー
チ
を
交
え
て
和
や
か
に
歓
談
し
た
。

〈
第
二
日
》
六
月
六
日
（
土
）
聖
蹟
巡
拝

午
前
九
時
、
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
に
集
合
。
参
加
者
四
十
名
が
そ
ろ

い
、
パ
ス
に
て
聖
跡
巡
拝
へ
と
移
っ
た
。

案
内
コ
l
デ
イ
ネ

1
ト
は
、
龍
谷
大
学
教
授
赤
松
徹
真
氏
、
見
学
地

の
解
説
は
、
龍
谷
大
学
准
教
授
岡
村
喜
史
氏
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
龍
谷

大
学
の
大
学
院
生
ら
が
行
っ
た
。

九
一

O
O
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
を
出
発
。

一
O
二二

O

弘
誓
寺
に
到
着
、
見
学
（
約
四

O
分）
o

パ
ス
に
て

移
動
。
光
照
寺
に
到
着
、
見
学
（
約
四
O
分）
o

パ
ス
に
て

移
動
。

住
茂
登
に
お
い
て
昼
食
休
憩
（
約
四
O
八刀）
o

徒
歩

に
て
移
動
。

長
浜
別
院
大
通
寺
に
到
着
、
見
学
（
約
六

O
分）
0

パ
ス
に
て
移
動
。

。
一
一
二
四

O。

七
七



学
会
集
報

明
照
寺
に
到
着
、
見
学
（
約
四
O
分
）
。
パ
ス
に
て

移
動
。

一七一一一一
O

京
都
駅
に
到
着
、
解
散
。

こ
の
聖
跡
巡
拝
に
は
、
真
宗
大
谷
派
長
浜
別
院
大
通
寺
を
は
じ
め
各

寺
院
の
皆
様
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
札
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
あ
わ
せ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
お

か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
意
義
あ
る
学
会
研
修
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
深

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
五
一

O
O

当
日
配
付
資
料
（
抜
粋
）

大
弘
誓
寺
（
本
願
寺
派
・
東
近
江
市
鉢
光
寺
町
）

石
畠
山
と
号
す
。
小
川
弘
誓
寺
と
呼
ば
れ
る
。
も
と
は
犬
上
郡
石

畠
（
現
・
豊
郷
町
）
の
弘
誓
寺
か
ら
分
か
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
『
存

覚
上
人
袖
日
記
』
に
よ
る
と
、
当
地
に
弘
誓
寺
が
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
、
弘
誓
寺
自
身
の
成
立
は
定
か
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
の
西
本
願

寺
の
記
録
に
よ
る
と
、
正
応
三
年
（
一
二
九
O
）
の
創
建
で
、
開
基

は
木
辺
系
の
愚
咽
と
す
る
。
本
願
寺
の
東
西
分
派
期
に
、
小
川
弘
誓

寺
と
金
堂
弘
誓
寺
（
大
谷
派
・
五
個
荘
町
）
に
分
か
れ
た
と
す
る
が
、

そ
れ
よ
り
前
に
小
川
の
地
名
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
小
川
に
寺
基

が
成
立
し
た
ほ
う
が
早
い
と
考
え
ら
れ
る
。
慶
長
六
年
（
一
六
O

一
）
木
仏
本
尊
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。

境
内
に
は
、
本
堂
を
始
め
真
宗
寺
院
の
堂
舎
が
建
ち
並
ん
で
お
り
、

江
戸
時
代
中
期
の
真
宗
建
築
完
成
期
の
伽
震
構
成
と
し
て
注
目
さ
れ

る。
本
堂
は
、

七
間
×
六
聞
の
入
母
屋
造
本
瓦
葺
。
外
陣
ま
わ
り
を
角

七
人

柱
と
す
る
伝
統
的
な
手
法
を
用
い
る
が
、
側
通
り
に
青
海
波
の
彫
刻

板
支
輪
と
蛇
腹
支
輸
を
併
用
す
る
な
ど
新
し
い
面
も
も
っ
。
一
克
丈
二

年
（
一
七
三
七
）
井
伊
家
か
ら
丸
柱
が
寄
進
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時

再
建
に
着
手
し
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
完
成
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。表
大
門
は
、
入
母
屋
造
本
瓦
葺
凹
脚
門
。
各
所
に
は
め
込
ま
れ
た

彫
刻
や
組
物
を
派
手
に
仕
上
げ
る
。
寺
伝
で
は
安
永
一
一
一
年
（
一
七
七

四
）
の
創
建
と
い
う
。

鐘
楼
は
、
万
治
三
年
（
一
六
六
O
）
の
建
立
。

そ
の
他
、
近
世
を
中
心
と
し
た
真
宗
関
係
の
寺
宝
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。

女
光
照
寺
（
悌
光
寺
派
・
東
浅
井
郡
湖
北
町
津
里
）

寺
伝
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
は
天
台
宗
で
西
蓮
寺
と
い
う
寺
院
で

あ
っ
た
が
、
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
円
空
が
親
驚
聖
人
に
帰
依
し

て
真
宗
に
転
じ
、
そ
の
後
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
に
伊
庭
（
現
・

東
近
江
市
）
か
ら
竹
生
島
に
巡
化
し
た
悌
光
寺
の
了
源
上
人
か
ら
寺

号
が
許
さ
れ
た
と
い
う
。

当
時
所
蔵
の
「
一
流
相
承
系
図
（
絵
系
図
）
」
は
、
肉
筆
絵
系
図

と
木
版
絵
系
図
が
あ
り
、
前
者
は
天
正
年
間
（
一
五
七
三
i
九
二
）

か
ら
正
保
年
間
（
一
六
四
四
i
四
八
）
の
も
の
で
、
後
者
は
寛
永
年

間
（
一
六
二
四
j
四
四
）
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
門
徒
の
入
信
者
台

帳
的
な
も
の
か
ら
、
過
去
帳
化
へ
の
移
行
が
知
れ
る
。
こ
こ
に
書
か

れ
た
門
徒
の
分
布
は
、
湖
北
町
・
長
浜
市
・
米
原
市
な
ど
に
及
ぶ
広

範
囲
な
も
の
で
あ
る
。



「
親
驚
聖
人
門
侶
交
名
帳
」
は
、
親
驚
聖
人
の
門
弟
と
そ
の
系
譜

を
系
図
形
式
で
列
記
し
た
も
の
で
、
甲
斐
国
万
福
寺
旧
蔵
の
系
統
に

属
す
る
。
士
口
体
な
部
分
に
当
寺
の
開
基
以
下
の
系
譜
を
書
き
加
え
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

大
長
浜
別
院
大
通
寺
（
大
谷
派
・
長
浜
市
元
浜
町
）

寺
伝
に
よ
る
と
、
石
山
合
戦
期
に
長
浜
の
町
年
寄
衆
に
よ
っ
て
設

け
ら
れ
た
湖
北
三
郡
（
坂
田
・
伊
香
・
浅
井
）
の
総
会
所
に
始
ま
る

と
い
う
。
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
旧
長
浜
城
内
に
移
転
し
て
、
無

擬
智
山
大
通
寺
と
号
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
慶
長
十
一
年
の

長
浜
城
修
築
に
際
し
て
当
地
に
移
り
、
以
来
東
本
願
寺
か
ら
僧
侶
が

派
遣
さ
れ
る
と
と
も
に
三
郡
十
九
ヵ
寺
が
輪
番
で
護
持
に
あ
た
っ
た

と
い
う
。
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
東
本
願
寺
宣
如
上
人
の
息
男
霊

瑞
院
宣
澄
が
入
寺
し
て
連
枝
寺
院
と
な
っ
た
。
慶
安
二
年
（
一
六
四

九
）
宣
如
上
人
の
要
請
に
よ
っ
て
彦
根
藩
主
井
伊
直
孝
か
ら
寺
地
の

寄
進
を
受
け
て
寺
域
を
拡
大
し
た
。
以
来
井
伊
家
と
の
関
係
は
深
く
、

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
は
井
伊
直
幸
の
息
男
直
宥
が
入
寺
し
て

六
代
明
達
院
と
な
っ
た
。

本
堂
・
広
聞
は
、
伏
見
城
の
遺
構
と
い
わ
れ
、
慶
長
九
年
徳
川
家

康
か
ら
教
如
上
人
に
贈
ら
れ
て
東
本
願
寺
に
あ
っ
た
も
の
を
、
承
応

元
年
（
一
六
五
二
）
に
当
地
に
移
建
し
た
と
さ
れ
る
。
と
も
に
国
の

重
要
文
化
財
指
定
。

客
殿
は
、
含
山
軒
・
蘭
亭
か
ら
な
り
、
合
山
亭
の
障
壁
画
は
狩
野

山
楽
・
山
雪
父
子
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
蘭
亭
の
障
壁
画
に
は
円
山

応
挙
の
水
墨
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
も
に
国
の
重
要
文
化
財
指
定

学
会
業
報

を
月
又
け
る
。

大
明
照
寺
（
悌
光
寺
派
・
米
原
市
樋
口
）

寺
伝
に
よ
る
と
、
空
専
が
当
寺
に
入
っ
て
仏
道
弘
通
し
た
こ
と
に

始
ま
る
と
い
う
。
開
基
年
代
は
定
か
で
は
な
い
が
、
空
専
は
丈
安
三

年
（
一
四
四
六
）
の
没
と
さ
れ
る
。
一
時
本
山
の
通
寺
と
さ
れ
て
い

た
時
期
が
あ
る
こ
と
は
、
所
蔵
文
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
本
堂
は
、
文
化
七
年
（
一
八
一

O
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ

る。
寺
蔵
の
「
親
驚
聖
人
門
侶
交
名
帳
」
は
、
親
驚
聖
人
の
門
弟
と
そ

の
系
譜
を
系
図
形
式
で
列
記
し
た
も
の
で
、
甲
斐
国
万
福
寺
旧
蔵
の

系
統
に
属
す
る
も
の
に
当
寺
の
開
基
を
書
き
足
し
、
さ
ら
に
そ
の
後

の
系
譜
を
細
か
く
記
さ
れ
て
お
り
、
室
町
期
に
お
け
る
門
徒
の
広
が

り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
「
親
驚
聖
人

門
侶
交
名
帳
」
を
本
願
寺
覚
知
上
人
が
「
改
邪
紗
』
で
あ
げ
た
「
名

帳
」
と
す
る
意
見
も
あ
る
。

寺
宝
と
し
て
他
に
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
本
山
か
ら
受
け
た

「
光
明
本
尊
」
な
ど
が
あ
る
。

七
九



学
会
柔
報

「
真
宗
研
究
』
投
稿
に
つ
い
て

一
、
内
容
真
宗
連
合
学
会
大
会
で
の
研
究
発
表
に
基
づ
く
論
文
で
、
未
刊
行

の
も
の
を
本
誌
投
稿
論
文
と
し
て
受
領
す
る
。

二
、
投
稿
資
格

論
文
の
著
者
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
号
の
刊
行
年
度
と
同
じ
年
度

に
開
催
さ
れ
た
真
宗
連
合
学
会
大
会
の
研
究
発
表
者
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

三
、
執
筆
要
領

H

論
文
の
長
さ
は
、
原
則
と
し
て
本
文
、
図
表
、
注
記
等
を
含

め
一
万
六
千
字
以
内
と
す
る
。
な
お
、
図
表
は
一
つ
に
つ
き

四
百
字
相
当
と
す
る
。

図
・
表
を
挿
入
す
る
場
合
、
位
置
の
指
定
は
著
者
自
身
が
行

、
っ
。
図
版
な
ど
で
作
成
に
多
大
な
経
費
が
か
か
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
作
成
実
費
を
申
し
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。

論
文
に
は
、
標
題
（
邦
文
お
よ
び
英
文
）
を
添
え
て
提
出
す

る
こ
と
と
す
る
。

校
正
は
誤
植
の
訂
正
に
限
る
。
初
校
お
よ
び
再
校
は
著
者
の

責
任
に
お
い
て
行
う
。

稿
料
の
支
払
い
、
掲
載
料
の
徴
収
は
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、

掲
載
者
に
は
抜
刷
二

O
部
を
進
呈
す
る
。

（二）（三）（岡回

/( 
0 

四
、
期
限
論
文
提
出
期
限
は
、
学
会
大
会
発
表
日
か
ら
一
週
間
以
内
（
当
日

消
印
有
効
・
厳
守
）
と
す
る
。

五
、
送
付
先
及
び
部
数

論
文
は
同
じ
も
の
四
部
（
コ
ピ
l
可
）
を
真
宗
連
合
学
会
事
務
局

宛
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

六
、
論
文
審
査

ハ
門
本
学
会
編
集
委
員
会
が
査
読
者
を
定
め
、
論
文
審
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
よ
り
採
用
・
不
採
用
を
決
定
す
る
。

不
採
用
ま
た
は
条
件
付
採
用
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
旨
投

稿
者
に
通
知
す
る
。

条
件
付
採
用
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
著
者
に
よ
る
修
正
の
後
、

あ
ら
た
め
て
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
掲
載
を
編

集
委
員
会
で
決
定
す
る
。

投
稿
さ
れ
た
論
文
は
返
還
し
な
い
。

査
読
者
氏
名
は
公
表
し
な
い
。

に）（三）(:Ii) （四）



会
計
報
告

二
O
O八
年
度
会
計
報
告

収
入
の
部

学
会
費

真
宗
教
団
連
合
助
成
金

雑
収
入

前
年
度
繰
越
金

収
入
合
計

支
出
の
部

第
五
十
五
回
大
会
充
当
金

学
会
誌
第
五
十
三
輯
刊
行
費

会
議
費

事
務
費

交
通
費

人
件
費

雑
費
次
年
度
繰
越
金

支
出
合
計

二
O
O九
年
度
予
算

収
入
の
部

学
会
費

真
宗
教
団
連
合
助
成
金

会
計
報
告

一
、
四
一

O
、
0
0
0円

；
0
0
0
、
0
0
0円

七
五
、
九
四
四
円

一
、
九
三
一
、
六
九
一
円

四
、
四
一
七
、
六
三
五
円

七
二
一
、
五
一
五
円

一
、
五
七
六
、
二
一

O
円

四
六
、

0
0
0円

九
一
、
六
一
五
円

一一一

O
、
0
0
0円

一一一

O
、
0
0
0円
。
円

一
、
七
四
二
、
二
九
五
円

四
、
四
一
七
、
六
三
五
円

一
、
二
九
O
、
0
0
0円

一、

0
0
0、
0
0
0円

雑
収
入

前
年
度
繰
越
金

収
入
合
計

支
出
の
部

第
五
十
六
回
大
会
充
当
金

学
会
誌
第
五
十
三
一
輯
刊
行
費

会
議
費

事
務
費

交
通
費

人
件
費

雑
費
予
備
費

支
出
合
計

一五

O
、
0
0
0円

一
、
七
四
二
、
一
一
九
五
円

四
、
一
八
二
、
二
九
五
円

一、

0
0
0、
0
0
0円

一
、
七

O
O、
0
0
0円

一一一

O
、
0
0
0円

五
O、

0
0
0円

一二

O
、
0
0
0円

一一一

O
、
0
0
0円

一O、
0
0
0円

一、

O
八
二
、
二
九
五
円

四
、
一
八
二
、
二
九
五
円

第
五
十
六
回
大
会
収
支
決
算

収
入
の
部

聖

跡

巡

拝

費

二

ハ

二

、

0
0
0円

懇

親

会

費

二

二

八

、

0
0
0円

記

念

写

真

代

一

九

、

0
0
0円

大

会

充

当

金

七

O
六
、
九
八
O
円

賛
助
金
（
真
宗
大
谷
派
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
よ
り
）七
O
、
0
0
0円

一
八
五
、
九
八

O
円

収
入
合
計

支
出
の
部

記
念
講
演
謝
礼

、

二一

O
、
0
0
0円

人



会
計
報
告

聖
跡
巡
拝
費

懇
親
会
費

印
刷
費

通
信
費

記
念
写
真
代

昼
食
代

事
務
費

雑

費

支
出
合
計

、

二
二
四
、
六
一
七
円

三
一
八
回
、

O
四
七
円

七
六
、
二
一
五
円

五
五
、
一
九
O
円

三
五
、

0
0
0円

六
回
、
八
一
一
円

四
六
、

0
0
0円

一
八
O
、
三
一
五
円

一
八
五
、
九
八
O
円

J¥ 



役

員

名

簿

参顧

与問役
員
名
簿

真
宗
十
派
法
主

本

願

寺

派

総

長

大

谷

派

宗

務

総

長

高

田

派

ク

悌

光

寺

派

ク

輿

正

派

ク

木

辺

派

宗

務

長

出

雲

路

派

ク

誠

照

寺

派

ク

三

門

徒

派

。

山
元
派
宗
務
長
代
行

龍

谷

大

学

長

大

谷

大

学

長

同

朋

大

学

長

京

都

女

子

学

園

長

武
蔵
野
女
子
学
院
長

高

田

学

苑

長

元

理

事

長'l クイシ

浅信幡平北田田芝武木若悌黒茨粛古藤大青安橘草

名

正省

信麿明三弘麿照記勲彰昭宗英信道教行博暁晃信~

野楽谷松西中中原元村原木田田藤川井谷木原

宣道道昌隆公恵浄義虞和教玄A 

" 
教峻

’， 

稲北池寺安矢神浅小普臼

垣畠田川冨田戸井野賢井

不典勇俊信了和成蓮晃元

麿生諦昭哉章麿海明寿成

,, ，， 今’〉'l 

7じ

ク理ク

事

’， イシ

理
事
長

理

事赤
松
徹
真
・
浅
田
正
博
・
大
田
利
生
・
林
智
康
（
本
願
寺
派
）

木
場
明
志
・
草
野
顕
之
・
延
塚
知
道
・
藤
滋
明
信
（
大
谷
派
）

松
山
智
道
・
梅
林
久
世
間
（
高
田
派
）

回
代
俊
孝
（
同
朋
大
学
）

野
村
伸
夫
（
京
都
女
子
大
学
）

評
議
員
赤
松
徹
真
・
浅
田
正
博
・
大
田
利
生
・
林
智
康
・
内
藤
知
康
・

熊
仁
正
顕
（
本
願
寺
派
）

木
場
明
志
・
草
野
顕
之
・
延
塚
知
道
・
藤
嶺
明
信
・
一
楽
真
・

＝
一
木
彰
円
（
大
谷
派
）

松
山
智
道
・
梅
林
久
高
・
新
光
晴
・
清
水
谷
正
尊
（
高
田
派
）

田
代
俊
孝
・
贋
瀬
健
（
同
朋
大
学
）

大
田
利
生

人



役
員
名
簿

野
村
伸
夫
・
普
賢
保
之
（
京
都
女
子
大
学
）

山
崎
龍
明
（
武
蔵
野
大
学
）

後
藤
明
信
（
九
州
龍
谷
短
大
）

佐
々
木
英
彰
・
門
川
徹
真
（
悌
光
寺
派
）

藤
井
開
智
（
輿
正
派
）

福
永
恵
順
（
木
辺
派
）

北
野
龍
雄
（
誠
照
寺
派
）

平
弦
月
（
出
雲
路
派
）

嶺
山
秀
明
（
山
元
派
）

J¥ 
四

二
O
O九
年
度
会
員
異
動
（
二

O
O九
年
十
二
月
現
在
）

〈
新
入
会
員
〉
敬
称
略

安
居
宏
淳
・
岩
田
真
美
・
菊
池
八
郎
・
斉
藤

志
・
松
山
大

覚
・
斎
藤
信
行
・
平
田
厚

〈
退
会
〉
敬
称
略

大
西
昇
隆
・
久
我
順
・
山
口
恵
照

O
退
会
さ
れ
た
会
員
各
位
に
は
、
当
学
会
の
た
め
に
長
い
間
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

O
会
員
各
位
に
は
、
住
所
・
電
話
番
号
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
ご
一
報
ド
さ
い
。





一一者募一一一 -1 
真宗連合学会第57回大会は、下記のとおり開催される予定です。大会

での研究発表を希望される方は、下記の要領によりお申し込みください。

尚、発表の可否については、理事会にご一任下さい。後日お知らせい

たします。

記

研究発表申し込み要領

マ発表題目に発表要旨（1,000字以内）を添えて、 2010年2月末日（必

着）までにお申し込み下さい。なおその際に、お名前（よみ）・所属

（派・大学等）・これまでの連合学会大会における発表の有無も併せてお

知らせください。

マ『真宗研究』の論文掲載にあたって、査読制度を導入しております。

会員諸氏のご理解とご協力をお願いいたします。査読制度の詳細につい

ては、本誌葉報をご参照ください。

マ申し込み先 干600-8268 京都市下京区七条通大宮東入大工町

龍谷大学内真宗連合学会事務局

第57回大会開催予告

日時： 2010年6月4日（金）・ 5日（土）

会場：本願寺築地別院（東京都中央区）

日程：第1日研究発表

記念講演

第2日 聖跡巡拝

尚、詳細につきましては改めてご案内いたします。

以上



親鷲聖人は

何を言えさ、
L、かに生さたか？

素足驚聖
同点判1238貞ノ；記価1,05011)

lその教えと
一生涯に学ぷ

親驚聖人のご生涯 千葉粂降
車耳驚耳目人のf主きられた勝代背景をと、ご誕主主から‘
ご往生までを総裁。懇人の絡婚や、関東での生

i活についても触れている。

親驚聖人の教え本願他力の救＂＇
徳永道雄

冷土真家のみ教えを英殺に翻訳する経験を生

かし‘玉晃代人にわかりやすく徐土真家の教裁を鋭

き、f他カH態入iE機J、rt主主主Jを詳しく論じる。

浄土の哲学 信心の伝統
高僧和讃を読む上 高僧和讃を読む下

大峯暴露議

親鷲聖人著書三帖和讃を全6巻に分け解説
宗教学者であり俳人である著者が『高僧和讃』を読み解いた講~
話集。仏教思想、西洋哲学、文学の広範な知識を通して和讃の
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第1巻 520頁 7.560円
第2巻 468頁 7.350円
第3巻 358頁 6,930円
第4巻 520頁 7.560円
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第7巻 400頁 7.ドio円

第8巻 460頁 7,350円
第9巻 382貰 7,140円
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